
（別紙３）

～ 令和7年2月7日

（対象者数） 20 （回答者数） 13

～ 令和7年1月31日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
学校の卒業生の就職先を訪ねる企業訪問を継続し、仕事ぶり
を見学する。学校との更なる連携強化を図り、情報共有をし
ていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
車椅子利用者や歩行不安定者にも対応した、スロープやトイ
レ等の施設整備を実施する予定である。

2

3

中高生に特化した活動プログラムを充実させている。
卒業後の進路を意識し、社会性（SST）の向上や、地域の企業
及び法人内事業所等の職場体験を実施している。また、地域の
企業訪問を行い、就労への意識づけを促している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

既存の就労事業所であった建物の譲渡を受け、放課後等サービ
スを実施している。

重度の利用者にも対応した施設整備を要する。

令和7年1月22日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年2月14日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 社会福祉法人能代ふくし会 サンすまいる・しののめ

○保護者評価実施期間 令和7年1月14日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


